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実務家教員科目(Pro teacher course)

■授業の目的と概要(Course purpose/outline)

近年の子どもを取り巻く社会や家庭環境の変化に伴い、健康問題が多様化、深刻化している現在、一人ひとりの子どもの健康を守り、健康の
保持、増進を図っていくとともに、社会の中で自立した人間として成長できるための基礎理論と支援方法を学ぶことを目的とする。また、学
校や家庭における子どもの現代的健康課題・保健教育・健康管理の基礎知識・技術を習得するために、講義、討論、発表、ロールプレイなど
を取り入れた授業を展開する。

■授業形態・授業の方法(Class form)

授業形態(Class form) 講義

授業の方法(Class
method) 講義　グループワーク　ロールプレイ　レポート

当該科目と実務との関
係(Relationship
between cource and
practice)

　医療専門職の活動の場は、保育園、学校、養護施設内等拡大している。保健、医療、看護の役割について実際
の症例を通し、学生に対し、より具体的に養護の知識を提供する。子どもとの関わりについてロールプレイング
を行い実践力を身に着ける内容とする。

■各回のテーマとその内容(Each theme and its contents)

回数(Num) テーマ(Theme) 内容(Contents) メディア区分
(Media)

第1回 ガイダンス（授業概要、受講上の諸注
意、評価方法の説明など）「養護とは」

シラバスをもとに本授業の概要、受講上の諸注意、評価方法の説明
などを行う。また各自が考えている養護について討論する。 □

第2回 養護の概念 人間、成長、発達の観点からの養護概念について理解する。 □

第3回 養護ニーズと養護活動 養護ニーズを把握するにはどうすればよいか。またニーズに答えて
いくべき養護活動について理解する。 □

第4回 健康問題の把握（健康観察の実際） 健康問題を把握する方法について話し合う。実際の教育現場をイメー
ジしながら考える。 □

第5回 乳幼児期、学童期、青年期の成長・発
達・課題

乳児期、学童期、青年期の成長、発達の様子やその時期の課題につ
いて理解する。特に青年期にいる自己を見つめる機会とする。 □

第6回 子どもの現代的な健康問題とその支援 子どもの現代的な健康問題は社会情勢と大きくかかわっていること
を理解できるよう、最近のニュースを教材にして考える。 □

第7回 健康問題の解決支援（１）身体的支援
（２）精神的支援　（３）社会的支援

健康問題の解決や支援について、身体的、精神的、社会的な面から
現代的な健康問題とその支援を理解する。 □

第8回 健康問題に応じた養護活動（１）慢性
疾患をかかえた子ども

慢性疾患をかかえた子どもの理解と養護活動について話し合い、養
護活動の一部をロールプレイする。 □

第9回 健康問題に応じた養護活動（２）発達
に課題をもつ子ども

発達に課題をもつ子どもの理解と養護活動について話し合い、養護
活動の一部をロールプレイする □

第10回 健康問題に応じた養護活動（３）心の
問題をかかえた子ども

心の問題を抱えた子どもの理解と養護活動について話し合い、養護
活動の一部をロールプレイする。 □

第11回 健康問題における予防活動のあり方　 社会の情勢と健康問題のつながりを理解した上でどのような予防活
動を展開するかを理解する。 □

第12回 養護活動における連携・組織 組織とは何か理解し、養護活動を展開するうえで必要な連携につい
て話し合う。 □

第13回 健康管理（健康診断の活用） 健康を管理することの意味・意義を理解する。健康診断にはどのよ
うなものがあるか話し合い発表する。 □

第14回 保健教育　レポート課題 保健教育について、その根拠、目的・内容・意義等を理解する。５
分間保健指導を作成する。 □



第15回 養護活動の評価とまとめ　　 養護活動についての評価方法について理解する。
テストは授業内に行い理解度を確認する。 □

■授業時間外学習（予習・復習）の内容(Preparation/review details)

事前学習はシラバスにかかわる内容を確認しておく。「養護」とはなにかまとめていく　2時間 身近なニュースから子供を取り巻く問題を分
析する　2時間 授業後は理解できなかった点などを確認し質問する。2時間

■課題とフィードバックの方法(Assignments/feedback)

　出されたレポートは添削、採点後返却する。 　課題レポートは、全体で共有する機会を持つ。 　毎回授業の振り返りとして、課題の小レ
ポートが記述できているか確認する。

■授業の到達目標と評価基準(Course goals)

区分(Division) DP区分(DP division) 内容(DP contents)

　 ◆ 2018人間健康DP1 　　学校・家庭における児童、生徒の健康状態を観ることができる。

　 ◇ 2018人間健康DP2 　　健康問題に応じた養護活動について理解することができる。

　 ◇ 2018人間健康DP3 　　自分なりの養護観をもつことができる。

■成績評価(Evaluation method)

筆記試験(Written
exam)

実技試験(Practical
exam)

レポート試験(Report
exam)

授業内試験 (in-
class exam) その他(Other)

40% 50% 10%

授業内試験等(具体的内容)(Specific contents)

筆記試験：小テストに沿って知識を確認する。
レポート：講義の中間と14回目で課題について400字程度のレポート課題を実施する。
授業参加・貢献度：受講ルールに沿って、また質問やグループワークへの参加姿勢から評価する。ロールプレイングへの参加も評価する。

■テキスト(Textbooks)

No.(No.) テキスト名など(Text name) ISBN(ISBN)

1 適宜資料配布

2

3

4

5

■参考図書(references books)

No.(No.) テキスト名など(Text name) ISBN(ISBN)

1 　大谷尚子他編　新養護概論　東山書房 978－４－8278－1471－2

2 　岡田加奈子　養護学概論　東山書房 978－４－8278－1544－３

3 　岡田加奈子　学校看護　東山書房 978－４－8278－1551－１

4

5


